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　解析 コ ード開 発 等を 含 む広 い 意 味 で の
“
tx“
’
解 析

’
の 分

野 に 関 し て ，日 本 と ア メ リ カ，EU ，（ロ シ ァ は ？） と多

少事情が 異な る と 思 わ れ る 点が
一

つ あ ります．日本 で は

核解析の 仕事の 需要が 少な い とな る と，大方 の 核解析者

お よび 解析 コ
ード開発者が他 の 仕事 に移 り，また 新 し く

こ の 分野 の 仕事を初 め る 人 もな く，研 究 所，大 学 で は誰

も い な くな っ て し ま う とい う状 況 が 見 られ ます，解析

コ
ー

ド開 発は ス ト ッ プ し，必要 と な っ た 核解析 の 仕事 は

企 業に外 注 され る こ とに な っ て い る よ うで す．一
方 ア メ

リ カ，EU は解析 コ
ー

ド開発者 だ けは 研究所，大学 に温

存 して お り 自国域内で も
“
競争

”
が 成立す る程度の 規模

を保 っ て い ます ．す な わ ち，ペ ース は落 ちて も，や は り

「進 歩」 が ある の で す．こ れ は ま た 核解析 の 仕事 が 再度

必 要 に な っ た時 ， 大 きな力 の 差 に な っ て現 れ る よ うな気

が し ます．実際 ITER で もそ の 気配が 見え る の で す
一一一一一一．

　　　　　　　　　　　　　　（
＊ VHTP 客員設計者）

材料関me　R ＆ D デー
タバ ン ク

　　　　　　　　　　　　 玉TER 国際 共同 設 計チーム

　　　　　　　　 核解析材料ユ ニ ッ ト内 材料 グル
ープ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 田 巾　茂

　 私 は，材 料 グ ル
ー

プ の
一

員 と して ，ITER 真 空 容 器 内

機 器 （ダ イバ ー
タ，第一壁 ，ブ ラ ン ケ ッ ト，真 空 容 器 等 ）

構成材料 に 関す る ITER 工 学 R ＆ D で 得 られ る 実験生

データ を蓄 積 し ， 設 計活動 に有効 利 用 す るた め ，

「ITER

材料関連 R ＆ D デ
ータバ ン ク」 を構築 して い る．プ ラ ズ

マ 対 向材料 で あ る ベ リ リ ウ ム，タ ン グ ス テ ン お よ び 炭 素

系 材 料，ま た構 造 材 で あ る銅 合 金，ス テ ン レ ス 鋼 等 の 単

体材料 の 熱機械的特性 （中性子照射効果を含む）に加え

て ，
こ れ らの 材料 問 （Be／Cu，　W ／Cu，　CFCf

’Cu，　Cu／SS，
Cu！Cu，　SSISS） で 各種接合法 （ロ ウ 付け，　 HIP ，爆着，

摩擦接合，プ ラズ マ プ レ
ー

等） に よ っ て 得 ら れ る 接合体

の 熱 機 械 的 特 性 （中性 子 照 射 効 果 を 含 む），さ ら に こ れ

らの 接合法 を用い て 製作 され た 強制水冷模擬試験体 の 高

熱負荷繰 り返 し疲労試験結果を集積 して い る．また プラ

ズマ 対 向材 の プ ラズ マ 壁 相 互 作用 〔ス パ ッ タ リ ン グお よ

び デ ィ ス ラ プ シ ョ ン 時熱負荷に よ る 損耗 水素同位体 の

吸 蔵 放 出）お よ び 各種伝 熱 促進体 （ス ワ
ール 管，ス ク リ

ュ
ー管 ，

ハ イパ ーベ ーパ トロ ン ，等）の 限 界熱流 束，圧

力損失 に 関す る実験デ
ータ も収集 して い る ．

　 こ れ らの 実験デ
ー

タ は ，各 タ ス ク の 年間報告書，四半

期報告書や ガ ル ヒ ン ク で 頻繁に 開 催 され る ITER 関連 の

各種作業部 会，タ ス ク関 連 会合 な どで 各極 か ら発 表 さ れ

る ビ ュ
ーグ ラ フ の コ ピーか ら収 集 して い る ．こ の よ うな

実 験 デ
ー

タ 収集作業 を し て い る と，各極 の 事情 や 得 手 不

得手 が 見 えて きて 結構 面 白い もの で あ る．た とえば，御

存 知 の よ うに ロ シ ア は国内経済が 依然 と して 混乱 し，ま

た 国家財政も窮乏 して い る ため ，ITER 中 央チーム で 割

り振 っ た R ＆ D を完 企実 施 して くれ る か 危惧 され て い る

が ，中 に は ロ シ ア しか で きな い R ＆ D や ロ シ ア が 多数の

実験 デ
ー

タ を提 出 し て い る分野 が あ る．そ れ は，プ ラ ズ

マ ガ ン を用 い た デ ィス ラ プ シ ョ ン 損耗模擬試験 と構造材

料，特 に，銅合金 の 中性子照射試験 で ある．プ ラ ズマ ガ

ン は，米 国の ニ ュ
ー

メ キ シ コ 大学 や ノ
ース キ ャ ロ ラ イナ

州 立大 学，日本 で は姫路 工 大 な どに もある が ITER と は

契約関係 に ない ，ロ シ ア で は ，多分，ソ 連 時 代 に軍 事研

究用 に プ ラズ マ ガ ン を開発 して い た の で あろ う．私 も実

際 に 出張時 に見学 した の で あるが，サ ン ク トペ テ ル ス ブ

ル グ （旧レ ニ ン グ ラ
ー

ド） に あるエ フ レモ フ 研 究所 や モ

ス ク ワ 郊外 にあ る TRINITI 研 究 所 に はそ れ ぞ れ 2 〜3

台の プ ラ ズ マ ガ ン が あ り，そ れ ら を用 い て プ ラズ マ 対 向

材料の デ ィ ス ラプ シ ョ ン損耗 の 実 験 的か つ 理 論的研究 を

実 施 して ITER に 貢献 して い る．一
方，中性子照射の 方

は，米国で は核融合予算削減 の あお りを受 けて 材料試験

炉が 相次い で 停止 され た た め，当初 予 定 して い た 中 性 子

照 射 試験 デ
ータ が

一
部 得 られ な い 事態 とな っ て い る の に

対 し，ロ シ ア で は ，原 研大 洗 の JMTR と 比 較 し て 約 1

桁高 い （照 射時間 が 1〆10で よい 〉中 性 子 束 を もつ SM −2

とい う速 中性子 炉 が順 調に稼働 して お り，他四 極の 試験

体 まで も受け入 れ て 中性子照射試 験を実施 して い る t ま

た ロ シ ア で は，そ 0）他 に も，BOR −60，　 RBT −6，　 MR な

どの 原子 炉 が あ る が，最近，や は り国家財政窮乏 の あお

りで 運転 そ の もの の 資金不 足 とい う話 も聞 く，

　 プ ラ ズ マ 核融 合 学会誌で は，最近，特集
「ITER 設計

報告」 （Vol，73増刊，1997）を出 して い る が，そ の 中 に

載 っ て い る R ＆ D の 結 果 は，主 に 日本 国 内 で 実 施 した も

の で あ る，他 3 極 で 得 られ る R ＆ D の 結果 も同 じ 土俵 に

乗 せ て 評価 し，ITER 実験用に 材料選定や 製作技術 選 定

を行 うの もITER 中央チーム の 仕事の
・
つ で あ り，大 き

い 資 任 を感 ず る もの で あ る．

ガ ル ヒ ン ク ・サ イ ト便 り

　　　　　　　　　　　　 ITER 国際共同設計 チ
ー

ム

　　　　　　　　　　　 真空容器 ・ブ ラ ン ケ ッ ト部長

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 伊 尾 木 公裕

　私 が こ こ に赴任 して はや 4 年経 ち ま した．そ の 問に ガ

ル ヒ ン ク の ITER 申央 チ
ーム （JCT） は 発展 を遂 げ，総

員91名を数 え る に 至 っ て い ます．税 在プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ
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ル ・ス タ ッ フ 56名，CAD ，コ ン ピュ
ータ ・ス タ ッ フ，

秘 書 な ど35名が所属 し，R ・パ ー
カ
ー氏 （ア メ リ カ ） を

サ イ トの 長 と して 2 つ の 部 （及 び 1 ユ ニ ッ ト），10グ ル ー

プ で 構成 され て い ます．JCT ガ ル ヒ ン クの 主 た る所 掌

は真 空 容 器 及 び容 器 内機 器 （第
一一壁 ／ ブ ラ ン ケ ッ ト，ダ

イバ ータ，計測器，RF 加熱装置，炉心給排気設備な ど）

の 設 計 に あ ります．さ らに ダ イバ ータ物 理，増殖 ブ ラ ン

ケ ッ ト，核 解 析 や 材 料 に 関 す る 事項 も JCT ガ ル ヒ ン ク

の 所掌で す。また 各国の ホ
ー

ム チ
ー

ム で 実施 して い る 7

大 R ＆ D プ ロ ジ ェ ク トの うち ， 4 プ ロ ジ ェ ク ト （真空 容

器，ブ ラ ン ケ ッ ト，ダ イバ ー
タ，ダ イバ ー

タ 遠隔操作）

を ガ ル ヒ ン ク で 推 進 して い ます．JCT ガ ル ヒ ン ク の プ

ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ・
ス タ ッ フ の 構 成 は，ヨ ーロ ッ パ

（39％），日本 （27％），ロ シ ア （11％〉，ア メ リカ （23％）

で，現 在 凵本 人 ス タ ッ フ 15名が 活躍 中 です．日本 の 核 融

合 分 野 にお け る シ ス テ ム や 機 器 の 製 造 技術 ・
設計技術 は

諸外国か ら も高 い 評価 を受けて お り，今後も日本 の 貢献

に 大 き な期待 が 寄 せ られ て い ます．なお，ガ ル ヒ ン ク は

ミュ ン ヘ ン の 北側 に近 接す る 人 口 約 1万人の 町で ，こ こ

に は 南欧州天 文台，ミ ュ ン ヘ ン 工 科大 な どが 所在 し，

JCT は マ ッ ク ス ・プ ラ ン ク研 究所 内 に あ ります．

　
「
当り前 の こ と を喜 び と し，思 い が けぬ 事 に 喜 ば され

る 』．ITER 　JCT の よ うな イ ン ターナ シ ョ ナ ル ・プ ロ ジ

ェ ク ト・チ ーム で は実 に様 々 な能力 と価値観 を も っ た入

達が 集 ま っ て きて お り，共通 の 目標 で ある ITER の 建設

を 目指 して 働 い て い ます．とは い え，異 な っ た考え方 を

持 っ て い る と思 っ て い た 人 達 と一一一緒 に 仕 事 を して い る

と，基 本的な所 で は 皆 同 じ と思 え る よ うに なる の は 不 思

議 で す．各 人 の 個 性 を尊重 しつ つ
， 同

一
の 考 え方 を共 有

で きれ ば，素晴 ら しい 喜 び とな る で し ょ う．

　
『
．
よ く働き，よ く遊ぶ ，1，仕事の 達入は 遊び の 達 人 で

もあ ります．ミ ュ ン ヘ ン とい え ば，まず ス キー．2 時 間

圏内 に ワ
ー

ル ドカ ッ プ や オ リ ン ピ ッ ク で お 馴染み の ス

キ ー場が そ こ ご こ に
， そ し て 少 し 足 を延 ば せ ば 氷 河 ス

キーも．こ ち らで は ア ル ペ ン ス キーは もち ろ ん，ク ロ ス

カ ン トリー・
ス キーも盛 ん．次に サ ッ カ

ー
観戦．名門バ

イエ ル ン ・ミ ュ ン ヘ ン ，今年は ブ ン デ ス ・リーガ で 優勝．

ホーム の オ リ ン ピ ッ ク ・ス タジ ア ム （定員 63，000人）の

平均観客数 は60，000人．つ ま り，ほ とん ど毎試合満員，

そ し て 音楽．バ イ エ ル ン 国 立 歌 劇場 （1753年 開場 ）．ミ

ュ ン ヘ ン で初 演 さ れ た もの は ，
モ ー

ツ ア ル ト 「イ ドメ ネ

オ」， R ．シ ュ トラ ウス
「カプ リ ッ チ ョ 」，　 R ．ワ グ ナー

「
マ イス タ ジ ン ガ 」

「 トリ ス タ ン と イ ゾル テ 」
「ラ イン ゴー

ル ド」
「ワ ル キ ュ

ー
レ」 な ど な ど．ミ ュ ン ヘ ン の オペ ラ

・

フ ェ ス トは 7 月．時 と して そ の モ ダ ンな 演出に は 驚か さ

れ ますが ……．そ して 昨年 ま こ と に残 念 に も他界 しだ 幻

の 指揮者
”

チ ェ リ ビ ダ ッ ケ が 率い て い た ミ ュ ン ヘ ン ・
フ

ィ ル ，彼 は音だ けに 頼 り，ブ ラ
ー

ム ス ，ベ ー
ト
ーベ ン，

チ ャ イ コ フ ス キー
の 大作を暗譜で 練習を重ね，た っ ぷ り

2 倍 の 時 間 をか け ま し た．「音楽が 響 きを 作 る の で は な

く，響 きが 音楽 を作 る．」 と こ ろ で ミ ュ ン ヘ ン と 言 えば

や は リビール とオ ク トバ ー・フ ェ ス ト．10月最初の 日曜

日を最 終 日 とす る16日間 と定め られ て い る の で ，大半 は

9 月中で す，16H 間 に消費され る ビール は 500万 リ ッ ト

ル ．そ の 起源 は1810年バ イエ ル ン の 皇太 子ル
ー

ドヴ ィ ッ

ヒ とザ ク セ ン の 王 女 テ レ
ーゼ との 結婚 を祝 して 競馬 が 行

われ た こ とに よ ります．ナ ポ レオ ン の 全 盛 期，神聖 ロ ー

マ 帝 国が 消 滅 し，
バ イエ ル ン が 王 国に 昇格 した 直後で あ

っ た．い つ の 頃 にか 国王 に よ りビー
ル が 振 る 舞わ れ る よ

うに な り，そ して ビー
ル 祭 りとなっ て ゆ きま した．約 30

ha の 敷 地 に は 10以上 の 大 テ ン ト，700以 上 の 屋 台，ジ ェ

ッ トコ ー
ス タ

ーな ど の 遊 園 地 が 所狭 し と 人 を集 め る。
「まる で ブ リ ュ

ー
ゲ ル とヒ エ ロ ニ ム ス

・ボ ッ シ ュ の 絵 を

合 わせ た よ うな光 景だ．」

　
『
次世代 に 残せ る もの を考えて こ そ，初め て 真の 勝 者

と成 り得 る⊥．話 は ITER に炭 ります が，現 在進 行中の

ブ ラ ン ケ ッ ト，ダ イバ ー
タ，真空 容器の R ＆ D で は 革新

的な技術開発 も数多 く含まれ て い ます．レーザーや 電 子

ビーム を使 っ た 従来 に ない 溶 接 方 式 に よ る薄板 2 重 容器

の 開発，複 雑 な冷却流 路 を有す る ブ ロ ッ ク 状ス テ ン レ ス

鋼構造体 に 対 し て 固 体 HIP の み な らず，粉 末 HIP や 鋳

造 を 使 っ た 製 造 技 術 の 応 用，定 常 高 熱 負 荷 （3〜20

MWIm2 ） に 耐
．
え る 異種材料接合体の 製作，炉内機器 の

保守 ・交換等を目的 と した 遠隔 操作機器 の 開 発 な どが 例

えば あ げ られ る．こ うした R ＆ D 技術開発 と シ ス テ ム ／

機器 の 設計が 両輪 と な っ て ITER プ ロ ジ ェ ク 1・は 進 め ら

れ て い る，今後 は ITER の 建 設 に向 か っ て 経 験 豊 富 な 人

達 ， また将来 を担う若手の 参加が 大い に 期待され ます．

　　　　　　　　　　　　　　　（1997年 9 月10日受理 ）

「諏 蕪磁 爺寄せ 下 ，。 ．
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